
 

令和６年度 鹿児島大学公開講座 案内 

教 育 臨 床 セ ミ ナ ー 【 ベーシック 】 

生徒指導提要改訂版から見直す教育相談活動 〜発達⽀持的・課題予防的な関わりの基礎〜 

○企画・実施：鹿児島大学教育学部附属教育実践総合センター教育臨床研究部門           
○主催：鹿児島大学教育学部 ○後援：鹿児島県教育委員会・鹿児島市教育委員会          

 
１．講座開設の趣旨 
 現在の教育現場では、社会の急激な変化を受けてさまざまな新しい問題が生じており、子どもたちの心

理的な側面への配慮や支援が重要視されるようになってきました。このような社会的要請に応えるために、

教育学部附属教育実践総合センター教育臨床研究部門では平成15年度より、教育関係者を対象とした研修

講座（学校カウンセリング基礎セミナーや教育臨床実践セミナー）を企画・実施してきました。さらに平

成23年度からは講座名を「教育臨床セミナー」に変更し、平成27年度からはベーシック篇とアドバンス

篇を１日ずつ開催する形式に改めました。 

 今年度は、令和４年12月の生徒指導提要の改訂を受けて、従来の教育相談活動を新たにとらえ直す機会

にするため、特にベーシック篇では、「発達支持的・課題予防的な関わりの基礎」をテーマに掲げて開催し

ます。当日の午前中には、非行や不登校の仮想事例を検討することによって、問題や困りごとの発生から

さかのぼって事前にどのような課題予防的な関わりが可能であったかについて考えていきます。午後には、

いじめを防ぐ発達支持的な取組のさまざまなあり方や、早期発見・組織的対応の方法について取り上げて

いきます。また、随所でグループ討議やミニ演習を行い、実践的な理解を深めていきます。 

 若い先生方はもちろん、ベテランの先生方も含めまして、多くの方々の受講をお待ちしております。 

 
２．開催日時：令和６年８月６日（火）９時００分〜１６時３０分 
 
３．内容と日程：下表のとおりです。 
 

   日付 

時限 
８月６日（火） 【ベーシック篇】 

 
I 
 

【開講式】 
 
 非行や不登校の仮想事例をもとに考える課題予防的な支援 

 
（スクールカウンセラー 保さら・准教授 関山徹） 

 
II 
 

III 

 
 
 いじめを防ぐ発達支持的な取組と早期発見、組織的対応 

 
（教授 有倉巳幸） 

【閉講式】 

 
IV 
 

※時間割… I時限： 9:00〜10:30、II時限：10:45〜12:15、III時限：13:15〜14:45、IV時限：15:00〜16:30  



４．講 師：以下の３名が担当します。 
   教 授 有倉 巳幸（教育学部附属教育実践総合センター 教育臨床研究部門／教職大学院） 
   准教授 関山  徹（教育学部附属教育実践総合センター 教育臨床研究部門／教職大学院） 
   スクールカウンセラー 保 さら（教育学部附属教育実践総合センター 教育臨床研究部門） 
 
５．実施会場：鹿児島大学郡元キャンパス内の教室 

※ 対面方式を予定していますが、台風等で荒天が予想される場合はオンライン方式

（Microsoft Teams等）に切り替えて実施します。 
※ 自家用車での来校はできません。 

 
６．受講資格者：教育関係者で、全内容を受講できる方に限ります。 
 
７．定 員：５０名 
 
８．費 用：５,５００円 
 
９．申込方法 
（１）本センターのホームページ（ https://www2-edu.edu.kagoshima-

u.ac.jp/cerd/saiji/；右の二次元コード）内の申込フォームに、以下の必要

事項を記入してください。受講を受け付けた方には、受講料の払い込み

方法や会場案内図等をお知らせします。 
①氏名  ②勤務先名とその所在地・電話番号 
③担当教科・担当学年・研究教科等 
④現住所・電話番号・電子メール 

 
（２）受付締切は、７月３日（水）です。但し、定員に達ししだい締め切らせていただきます。申込状況

については本センターのホームページ（ http://www2-edu.edu.kagoshima-u.ac.jp/cerd/ saiji/ ）をご覧くだ

さい。 
 
１０．問い合わせ先：電話でのお問い合わせは、以下の番号までご連絡ください。 
     099-285-7736（本センター事務；平日 9時〜17時） 

以上 
 


